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第4表　産卵期の成績（21－72適合）

　　　 項 目

飼料給 与 法

産　 卵　 率 卵　　　 重 飼 料 摂取 量 飼 料 要求 率
卵 1 時 当た り

飼　 料　 費

育成期

標　 準　 方　 式
d d．1 多 5 ス2　 ㌢ 1 0 5．1 才

2．8 7
1 1 5．7　 円

2 段階 切替 方式 ‘6．9 5 ス5 1 0 5．4 2．8 2 1 1 1．7

産卵 期

標　 準　 方　 式 ‘8．4 5 ス2 1 0 5．1 2 ．8 5 1 1 2．7

5 段 階 切替 方式 8 6．7 5 7 2 1 0 5．5 2 ．8 4 1 1 2．7

注．1）全国8場所の試験成績による。

2）卵1昭当たり飼料費は0～72週令

4　ま　　と　　め

以上の結果を要約すると次のとおりである。

1　育成期の飼料給与法を幼・大難の2段階切替方

式とすることは，飼料費の節減と給餌の単純化の点で

有効である。

2　初産期には高蛋白質飼料を給与しても産卵等に

その効果は認められず，むしろ飼料費が高くつくので

有効な手段とはいえない。

さ　産卵最盛期には飼料摂取量が多いため糞白質水

準14感でも産卵等に悪影響がみられなかった。そし

て，卵1吻当たり飼料費も安いことから有効な方法と

考えられた。しかし，第4区は当場独自の設計であっ

たこと等から蛋白質含量14帝が適当かどうかはさら

に検討が必要と思われた。

4　産卵後期には19％の高蛋白質飼料を給与して

もその効果は認められず，また，蛋白質含量を14帝

に下げて給与してもその影響は認められなかった。し

たがって，産卵後期に低蛋白質飼料を給与することは，

飼料費を節減できることから有効な手段と認められた。

5　暑期には飼料摂取量が減少することから．比較

的高い産卵を維持している場合には高蛋白質飼料を給

与して必要養分を満たす必要があると考えられる。

‘　鶏の蛋白質含量は主として，産卵率および飼料

摂取量を考慮して決めた方が妥当であると推察された。

簡易水洗冷却および土壌脱臭装置による脱臭効果等について

宍　　戸　　正　　徳

（福島県養鶏試）

1　は　じ　め　に

今まで鶏糞処理は，比較的簡単な天日乾燥および棚

干し，または土地に直接還元する方法等であったが，

最近は，養鶏規模の拡大と市街化と相まって，従来の

慣行的な処理方法では悪臭がひどく，生活環境汚染の

要因となっている現況である。

ところが，鶏糞の悪臭防除対策については，試行錯

誤的に試験研究がなされているものの，いずれも実用

化の成果がみられない。

そこで本試験場において今回，農機研で開発された

土壌脱臭装置に，新たに水洗冷却装置を併設して，排

ガス等の問題点を解明し，さらに，水洗冷却の構嵐

臭気度および経済性についても検討したので，その成

乳調査項目等について紹介し参考に供する。

2　材料および方法

1　供試材料

（1）1万羽用鶏糞乾燥機一式

（2）土壌層濾過脱臭準置（第1乳　農機酢乳　当場

式）

稔面横55戒　土壌（腐植土）15．27才である。

水洗冷却装置を試作するまでは再燃焼方式で土壌脱

臭装置に排ガス温度100℃を直接通煙せざるを得ない

ために，脱臭装置は長い年月使用が可能にもかかわら

ず，半年でその機能を失ってしまった。その原田を考

えてみると冷却しなかった点と，砂層の砂粒子径（メ

ッシュ）があまりにも小さかったのでタールが砂層

（20の）％くらいまでたまり，土壌層に排ガスが通過

しないようになったためである。
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材 層厚
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第1図　土壌層濾過脱臭装置

土壌層は，設置した時とほとんど変わらない状態で，

臭気の吸着が充分行われなかったと思われる。その為，

砂層を小砂利に，また，土壌層を交換改善して実施し

た。
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（3）簡易水洗冷却装置試作明細（2塔分）

装置は第2回，資材費明細は第1表に示す。

特　　徴

①　冷却塔は廃品ドラム缶利用で，入手しやすく安

価である。

（診　冷却塔に出入ロを設け，コークスの目語り，ロ

ストルの交換および清掃に便利なようにした。

③　水量をパルプにより自在にできる圧力噴霧方式

を取り入れた。

④　ロストルは九鉄16m卓を使用したために耐用

年月が長く，しかも5等分にして交換に便利にした。

⑤　廃水愛の下部に残漬物（タール等）の取出口を

設けた。

⑥　水量は毎時，約1tで通常使用されている水洗

冷却脱臭式より少なくて済む。

⑦　設置場所は乾燥機の側上方につり上げ式で床面

槙をとらない。

（4）発臭防止剤（ェ7ユタク）

○●○○●●■●■●

○■●●000■■
●●■●○●●●●

第2図　簡易水洗冷却および土壌濾過脱臭装置
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第1表　簡易水洗冷却装置資材費

材　　 料　　 名 規　　　 格 数　 孟 単　　 価 金　　 額 備　　　　　　　　 考

ド　 ラ　 ム　 缶 9 0 ×5 7 5　 cm 2　 コ 1，5 D O 円 5．0 0 0 円
ガ ス 冷 却 塔

コー クス （大 ） 中 塊　 2 5 E 2　 袋 d O O 1，2 0 0 濾 材 下 部 に 使 用

′　　 1 1・） 小　　 ′ 2　 ク d O O 1，2 0 0 ′　 上　　 ′

ロ ス トル
5 ム穐 （川 Ⅷ ）

2 9 × 2 4 × 4 5 の乃

1 巻

2　 枚 5 0 0 1，0 0 0 5 等 分 に した

水 丑 調 節 唄 口 2　　 コ 7 5 0 1．5 0 0 圧 力 噴 ム 方 式

残 澄 溜

〆　 ． ク　　 ト 5　　 7m 1．0 0 0 2 ．0 【）0

排　 水　 溜　 構 2　　 コ 5 0 0 1，0 0 0

ボ ル ト お よ び
ペ　 ン　 キ

2 塔 分 5 0 0 1．0 0 0

5 8，0 5 0

5 0．0 5 0

左 京 ヱ 謂 重富 忘 姦 トル 取 如

石　 綿

工 事 費

合　 計

8 0 0 取 出 口 の パ ッ キ ン

2　臭気および風圧等の測定

（1）臭気度測定（食塩水平衡法による）

（2）風圧および土壌温度湘定（第5回）

（3）土簾および排水成分の分析は蒸溜法によった。

（4）鶉糞の成分は肥料分析法によった。

5　調　査　成　績

1　土壌フィルター温度　帯2表に示す。

2　風圧二　穿け表に示す。

5　土壌成分　第4表に示す。

4　廃水成分（水洗冷却）　第5表に示す。

なお，水量は1t′時で水洗冷却後の排ガス温度は

59～45℃であった。

5　鶏糞成分（乾物）　第8表に示す。

第2表　土壌フィルター温度

匠⑳土の温度測定個所

9凰圧（水柱）測定個所

第5園　風圧および温度の測定

方　 法 測 定 個 所 開　 始　 前 8 時 間　 日 備　　　　　　　　　　 考

水

洗

1

2

5

4

5

d

1 5 ℃

1 0

1 2

9

1 5

1 0

5 2 ℃

5 8

5 8

4 8

5 5

5 5

水洗 せ ず　 水 洗 した

し

な

い

開 始 前 気温　　　 1 5 ℃　　 1 4 ℃

8 時 間 目気 温　　 1 d　　　 l d

場

A
土 壌 の乾 湿 お よび耕 起 状 態 に よ り若干 ， 土 壌温 度 に

ロ 平　　　 均 1 1．2 5 5．7 影響 が あ る。

水

洗

し

た
場

A
口

1

2

5

4

5

8

平 均

1 5

1 0

1 7

8

1 8

1 0

1 2．7

1 8

2 0

2 2

1 2

2 2

1 7

1 8．5
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第5表（1）U字管式（水柱）

測l 定　 個　 所 水　　　　　　 柱 備　　　　　　　　　　　　 考

A

丑

C

5．0 m

4．0

4．0

ト ルター中央部

（2）風速および風圧

　 風 速

個 所　 圧

プ　 ロ　 ア　 ー （ 1 台 ） 使 用

備　　　　　　 考

皿　′ 8 アネモスター水 柱 U 字 管 水 柱

水　　 洗　　 前 6．8～ ス0 ／S
5 0 ～ 8 0　 mm 4 2　 m

土 壌 フ ィ ル ター 排 水 口

水　　 洗　　 後 4．2 ～4．7 ／S エ0 ～ ス2 8．0

排　　 水　　 口 4．2 ′S 8．0 ～ 6．9

第4表　土壌成分（腐植土）原土当たり

採 取時　　　 成　 分 針的 一打（p p m ） ァH 備　　　　　　 考

水　 洗　 冷　 却　 前 2 6．5 5．d 福 島 県農 試 農芸 化学 部 分 析

ク　　 8 時 間 目 1 2 0．5 5．°

終 了 2 4 時 間 経過 後 7 5．° 5．8

第5表　水洗冷却廃水成分

捕集水　　 成分 甘粕 －N （p p m ） p H 備　　　　　　　　　 考

水　 道　 水

廃　　 水 2 8．0

6．2 ～ ＆5　6．4
で冨芸芸 ≡違約 折は・3）に同 じ

排 ガス 抽 集 水 1 4．0 4．7

第°蓑　鶏糞成分（乾物努）

　　 成 分

区 分
N ア2 0 5 K 2 0 F o 2 〇3 水　　 分 灰　　 分 備　　　　　　 考

生　 鶏　 糞
5．5 5 痴 5．4 2 帝 1．2 8 多 0 ．8 4 帝 7 8 ．2 8 ％ 2 2 ．9 4 肇

先 兵 防 止 剤 1 0 珍

乾 燥 鶏 糞 4．7 4 4 ．0 9 1．9 0 1．5 5 2 2 ．9 8 4 1．2 9 添 加

注．福島県鼻試　農芸化学部分析

第7表　臭気度（食塩水平衡法）

　　　 回 数

処 理 区 分
1　 回　 目 2　回　 目 平　　 均 臭 気 減 少 （弟） 備　　　　　　　　 考

再　 燃　 焼　 前 2 5 1 2 2 5 2 5 7

2 4．9

5 8．0

S 4 °．8．2 4　 測 定

′　　　 汝 1 8 9 1 （～7 1 7 8 4 8．8 ．2 9　 ク

水　 洗　 冷　 却　 前 1 1 9 1 8 2 1 5 0 4 ス2．2 4　 〃

ク　　 後 5 2 8 1 d d ノダ　　　　 ノダ
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d　臭気度　第7表に示す。　　　　　　　　　　　　9　乾糞1毎当たりの所要経費（両式の比較）

7　乾燥機運転時間および乾燥仕上量　水洗冷却　　第10表に示す。

式（7日間の測定値より年間推定）　第8表に示す。　　　10　経済性　第11蓑に示す。

8　燃料使用量　第9表に示す。

第8表　乾燥機運転時間および乾燥仕上量

延　　　 べ

運転 時間

生　鶏 糞　処 理 量 乾　燥鶏糞　仕　上量

俺 処 理 量
1 時 間 1　　 日

総 仕上 量 仕　 上　 率
1 時 間 1　　 日

当 た　 り 当 た　 り 当 た　 り 当 た　 り

1ム 5 8 吻 吻 喝 毎 争 昭 毎

（ 2 ．0 5 日 ） 5 ，0 7 1．0 1 8 7 5 1．5 0 0 8 °8 5 5 ．5 8 5 5 ．0 4 2 4

8 5 1，7
（10 6．5 日 ） 15 号 8 9 2 ．0 1 8 7 5 1，5 0 0 4 5 ．15 8 ．0 5 5 ．5 8 5 5．0 4 24

乾糞1毎
当　た　り

所要時間

水洗冷却
＿（7日間）

年間推定

注．年間推定は再燃焼式も水洗冷却式も仕上率において蓋のないものとみなして算出（ただし両式の期間別
の調査は実施）した。

第9表　燃　料使　用　量

項　　　　 目

重　　 油　　 使　　 用　　 量

備　　　　　 考

時　　　 間 総　　　 ヱ
1 時 間

当 た り 且
1 日当 た り ∠

乾 糞 1 時

当 た り ヱ

再 燃 焼 式

（ 延 2 4 5 日間 ）

5 88．15

（ 7 5．5 日）
12，6 98．6 21．8 17 2．7 0．4 1 年 間 の 推 定 は 1 週

間 の 測 定 値 よ り算

出

年 間 推 定

（ 延 5 8 5 日 ）

8 76．0

（10 鼠5 日 ）
18．9 21．6 2L d 1 刀．7 0．4 1

水 洗 冷 却 式

（延 7 日間 ）

16．58

（ 2，0 5 日 ）
175．5 10．7 2 8 5．7 0．2 0

年 間 推 定

（ 延 5 8 5 日 ）

8 5 1．7

（10 8．5 日 ）
兄12 7 0 10．7 2 8 5．7 0．20 ■

第10表　乾糞1時当たりの所要経費（両式比較）

項　　　　 目 原　 価 使 用 量 単　 価

金　　　　　 額

備　　　　　　 考

再 燃 焼 式
水　 洗

冷 却 式

燃　　 料　　 費

円

7 8 0，0 0 0

t

0．0 2 1

　 円

1 4．0

　 円

5，7 4

　 円

2，8 0 重 油 1 ヱ 14 ．0 円

電　　 力　　 費 4．5

5 8．0

D．0 9 0，D 9 1 K W 4．5 円　 1 日平 均 鼠 2 R W

労　　　　　 賃 2．5 8 2．5 8 1 日 8 時 間 労 働 1，0 0 0 円

包　　 装　　 費 1．05 1．0 5 1 5 Ⅹ 詰 ， 袋 5 円， ミ シ ン 糸

乾 操 機 償 却 費 1．9 9

0．－1 5

1 1．5 4

1．9 9 1 年 5 0 0 日使 用 5 年 償 却

土 壌 フ ィル ター 1 2号聞 0 0．5 4 一グ　　　　　　　　　　 ノダ

水 洗 冷 却 装 置 5 0，7 5 0 0．0 8 ク　　　　 5 年 ク

シ′　　　　 ソ 8 0．0 0 0 0．1 5 ノダ　　　　　　　　　 ノダ

水　　 道　　 費 0．80 8 時 間　 約 8 t

雑　 費　計 8．1 d

R 7 8

修 繕 費 ， 消 耗 品 費
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第11表　経　　済　　性

項　　　　　 目 1 時 当た り所要 経 費 推　 定　 数　 量 金　　　　 額

再　 燃　 焼　 式
　　 円

1 1．5 4
1 5 4，7 8 0　 梗 　　　 円

1．7 5 4 ．9 7 8

水　 洗 冷　 却　 式 鼠7 8 1 5 4．7 6 0 1，5 1 5．5 5 5

差 1．5 6 1 5 4 ．7 6 0 2 4 1，4 2 8

4　考　　　　　察

1　土壌温度

再燃焼式および水洗冷却式とも，開始前温度は12

℃前後で8時間後の温度は前者では平均55．7℃．後者

は18．5℃となり，水洗により排ガスの冷却効果は充分

認められた。

2　風速および風圧

サイクロン直後で風速は8．7～ZD′S，風圧は42

mであったが，水洗冷却装置通過後では，風速4．2～

4・7′8，風圧は70～Z2′mmAq．，また，土壌中での

風圧は測定個所により，5・0，4・0徹Aqの範囲であり，

通常の一万羽用乾燥機の風速，風圧と同程度の数値を

示し．水洗冷却塔を通過させなんら支障はなかった。

5　土壌成分

土壌中でのⅣ恥の含有量がどのような推移をたどる

かを見た。使用前の土壌にNH3が26・5ppm含まれ，

適度8時間後では120．5pp皿に昇り，通煙終了後24

時間後では7占．5ppmに減少し硝化菌が有効に作用し

ているものと思われた。

pHについては差が認められなかった。

4　廃水成分

水洗冷却の廃水中にはⅣH3が28．Oppn検出され，

その分封E3が除去された。　なお，排ガス描集液中に

は14・OppmのNH3が検出され，これは通煙後の土壌

フィルターのNH3含量測定の結果から，土壌に吸着さ

れ，硝化菌により酸化分解されるものと推測される。

5　臭気度（食塩水平衡法）

原料に発臭防止剤1D多添加したものについての比

較であるが，再燃焼式の平均臭気度は，燃焼前257で

あり，燃焼後では178になり，24．9労臭気が除去され

ることになる。

これに対して水洗冷却式は，冷却前150であったの

が，冷却後日となり，半分以上の臭気が除去され，

水洗冷却による効果は大きいものと思われる。

d　経　済　性

乾燥鶏糞1吻生産に要する経費を試算すれば再燃焼

式の場合11・54円，水洗冷却式の場合鼠78円となり，

前者よりも1・58円安く仕上がり，年間に乾糞154．780

昭生産するとすれば約24万円程度後者の方が有利と
なろう。

5　要　　　　　約

鶏糞の悪臭の主成分はNH3といわれ，これを除去す

ることにより，悪臭の大半は解決されるであろう。

ⅣH3の除去に重点をおき，水洗によって排ガス中の

Ⅳ恥の溶解除去と土壌フィルター中に導入される排ガ

スの冷却を目的に簡易水洗冷却装置を取り付け，その

効果を検討し，次の結果を得た。

1　水洗冷却装置により，廃水中からNH3が28．O

ppm検出され，水洗により除去された。

2　土壌フィルター中の平均温度は，水洗冷却によ

って，かなり低くなり，フィルター中の温度を下げる

目的は充分達し得た。

土壌によりNH3の除去は，土壌中の菌群（硝化歯）

によってなされるもので，硝化歯の硝化能力は，土中

の温匿，湿度，pH等に関係するといわれ，これらの

棲息および増殖に好適な条件が保たれることが望まし

く，とくに土中の温度が50℃以下でないと硝化菌の

充分な能力を発揮することができないとされている。

土壌中のyH3の測定値より推測しても．排ガス中の

yx3の除去作用がスムースに進行している　と思

われる。

5　経済的効果として乾糞1昭生産の所要経費は，

水洗冷却装置を取り付けることにより，再燃焼式より

も1・5°円安く，年間に154780極の乾糞を生産すると

推定すると約24万円の生産費の節約となる。したが

って水洗冷却を取り付けることは経済的にもかなり有

刺であると考えられる。

終りに当たり，本試験の御指導をいただいた農機研

渡辺鉄四郎理事に深く感謝する。
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